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施工能力(ばIh) 55 46 
併200 水量 (m3/min) 20.2 20.2 
含土砂率(%) 4.3 3.7 
a 
施工能力(ばIh) 67 63 55 
併250 水量 (m3/min) 20.5 20.5 20.5 
含土砂率(%) 5.1 4.8 4.3 
施工能力 (m3/h) 86 55 
併200 水量 (m3/min) 8.57 8.57 
含土砂率(%) 14.3 9.6 
b 
施工能力 (m3/h) 120 120 100 
併250 水量 (m3/min) 8.5 8.5 8.5 
含土砂率(%) 19.0 19.0 16.3 
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図-4 ダム貯水池への適用例
送する方法があり，以下の 3ケースについて輸送試験を
実施した。いずれのケースにおいても土砂は分級により
最大粒径150mm，lOOmm， 50mmとしたものを使用したD
・ケース a 貯水池の底から直接土砂を吸引する方法
・ケース b:特殊エジェクターにホッパから土砂を投
入する方法
・ケース c 陸上の土砂を直接吸引する方法
また，各最大粒径の土砂に対して特殊エジェクターの
内管の直径を200mm，250mmとして試験を実施した。
試験結果を表-2に示す。最も効率のよいのはケース
bであり，ケース Cについては，ほとんど吸引すること
ができなかった。
5. ダム堆砂処理技術への応用
ダム堆砂に関する恒久対策としてのバイパストンネル
や輸送管の建設は，ダムによって堰き止められた土砂を
元の河川へ自然に還元する望ましい方法であるといえ
る。ここでは，特殊エジェクターを用いた「砂嵐」シス
テムをダム堆砂の恒久対策に適用する場合の一例を示
す。
図-4はモデルケースとしてダム貯水池の規模が比較
的大きく，堆砂量も多い貯水池を想定している口全体シ
ステムは潜堤， t変深，土砂の仮置き，バイパストンネル
への投入設備などから構成される。洪水時にはバイパス
トンネルを開けることにより ，ダムの近傍まで掃流され
てきた粒径の比較的小さい土砂が河流へ供給される。こ
れとともに仮置きした上流部の土砂を積極的にバイパス
へ輸送することにより，下流河川に必要な比較的粒径の
大きい砂分を供給することが可能となる。
6. まとめ
航路波深と夕、、ム貯水池で、の試験施工を通じて，特殊工
ジェクターを用いた堆砂輸送システム「砂嵐」がダム貯
水池の土砂管理に適用で、きる可能性のあることがわかっ
た。また，本システムを用いたダム堆砂処理の恒久対策
の一例を提案した。実際のダム貯水池における水位や土
質等の条件に合わせたシステムの詳細設計が必要と考え
られるが，本工法がダム堆砂対策のーっとして流砂系の
総合土砂管理の一助となることを期待する。
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